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７
月
１
～
２
日
（
金
・
土)

、
新
潟

市
万
代
シ
ル
バ
ー
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、

社
会
情
勢
の
変
化
の
中
で
新
た
な
時
代

に
対
応
す
る
人
材
育
成
を
め
ざ
し
た
、

第
９
期
に
い
が
た
福
祉
リ
ー
ダ
ー
塾
を

開
催
し
ま
し
た
。

連
合
、
労
金
、
こ
く
み
ん
共
済
ｃ
ｏ

ｏ
ｐ
、
全
港
湾
、
さ
さ
え
あ
い
生
協
、

ワ
ー
カ
ー
ズ
、
コ
ー
プ
デ
リ
に
い
が
た

か
ら
19
名
の
塾
生
が
参
加
し
ま
し
た
。

牧
野
理
事
長
の
主
催
者
あ
い
さ
つ
、
間

専
務
理
事
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の

後
、
２
日
間
の
日
程
で
５
講
座
を
受
講

し
、
最
後
に
グ
ル
ー
プ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

を
行
い
、
１
泊
２
日
の
１
回
開
催
で
完

結
す
る
講
座
と
し
ま
し
た
。

受
講
生
の
皆
さ
ん
は
、
最
初
は
緊
張

し
た
面
持
ち
で
し
た
が
、
終
了
間
際
に

は
打
ち
解
け
た
雰
囲
気
と
な
り
中
身
の

濃
い
リ
ー
ダ
ー
塾
と
な
り
ま
し
た
。

◇
第
１
講
座

演　

題
「�

歴
史
か
ら
学
ぶ
労
働
運
動
・

労
働
者
自
主
福
祉
運
動
の
理

念
と
こ
れ
か
ら
の
役
割
」

講　

師　

中
央
労
福
協
講
師
団
・
講
師

�

高
橋　
　

均　

氏

◇
第
２
講
座

演　

題
「�

地
域
で
暮
ら
す
子
ど
も
・
家

庭
の
現
状
と
新
潟
県
内
の
Ｎ

Ｐ
Ｏ
の
取
組
事
例
」

講　

師　

新
潟
県
立
大
学
・
教
授

�

小
池　

由
佳　

氏　

◇
第
３
講
座

①
演　

題
「�
労
働
金
庫
運
動
の
こ
れ
か

ら
」

　

講　

師　

労
働
金
庫
・
常
務
理
事　
　

�
村
山　

義
則　

氏

②
演　

題
「�

こ
く
み
ん
共
済
ｃ
ｏ
ｏ
ｐ

事
業
の
こ
れ
か
ら
」

　

講　

師　

�

こ
く
み
ん
共
済
ｃ
ｏ
ｏ
ｐ

新
潟
推
進
本
部
事
務
局
長　
　
　

�

佐
藤　
　

浩　

氏

◇
第
４
講
座

演　

題
「�

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
力
を
高
め
、

性
格
分
析
し
自
分
の
強
み
を

知
る
」

講　

師　

�

マ
イ
ン
ド
ウ
ェ
ル
ネ
ス
ア
ド

バ
イ
ザ
ー

�

鈴
木　

美
和　

氏

◇
第
５
講
座

演　

題
「�

志
と
気
概
を
持
っ
て
社
会
運

動
を
前
進
さ
せ
よ
う
！
」

　
　
　
　

�

～
現
場
か
ら
の
共
感
と
行
動

こ
そ
社
会
を
変
え
る
力
／
必

要
な
虫
の
眼
と
鳥
の
眼
労
働

組
合
～

講　

師　

中
央
労
福
協
講
師
団
・
講
師

�

山
本　

幸
司　

氏

　

な
お
、
第
５
講
座
の
、
山
本
幸
司
氏

の
講
演
内
容
は
、
新
潟
県
労
福
協
Ｔ
Ｖ

（
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
）
に
ア
ッ
プ
し
ま

し
た
の
で
、
視
聴
願
い
ま
す
。

（2022年８月31日現在）

27,864件   37,548,252,301円

8,712件   97,421,622,650円

36,576件 134,969,874,951円

～ 

新
た
な
時
代
に
対
応
す
る
人
材
育
成
を
め
ざ
す 

～

第
９
期
に
い
が
た
福
祉
リ
ー
ダ
ー
塾
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新
潟
労
信
協
は
、
設
立
以
来
、
新
潟
労
金

の
融
資
を
通
じ
て
、
主
に
未
組
織
労
働
者
の

生
活
安
定
と
福
祉
の
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
事
業
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、

本
年
10
月
28
日
に
日
本
労
信
協
へ
事
業
譲
渡

し
解
散
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

新
潟
労
信
協
は
１
９
７
５
年
（
昭
和
50

年
）
に
、
当
時
の
新
潟
労
金
理
事
長
を
理
事

長
と
し
て
、
設
立
時
の
財
産
４
，
０
０
０
万

円
（
労
金
、
総
合
生
協
が
そ
れ
ぞ
れ
２
，

０
０
０
万
円
を
拠
出
）
で
、
全
国
で
38
番
目

の
地
域
労
信
協
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
県
内
の
全
自
治
体
や
連
合
新
潟
、

労
福
協
な
ど
か
ら
も
出
捐
金
を
い
た
だ
い
て

き
ま
し
た
。

こ
の
間
の
皆
様
の
ご
支
援
ご
協
力
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

お
陰
様
で
、
住
宅
ロ
ー
ン
や
マ
イ
カ
ー

ロ
ー
ン
な
ど
、
延
べ
13
万
９
，
０
０
０
件
、

５
，
６
２
０
億
円
の
保
証
引
受
を
行
い
、
組

織
労
働
者
は
も
ち
ろ
ん
、
多
く
の
未
組
織
労

働
者
の
方
の
生
活
向
上
に
も
寄
与
で
き
た
の

で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
新
潟
労
信
協
も
含
め
て
、
一
時

は
全
国
に
45
の
地
域
労
信
協
が
あ
り
ま
し
た

が
、
経
営
上
の
問
題
や
、
労
働
金
庫
の
統
合

等
の
関
係
で
、
既
に
39
の
地
域
労
信
協
が
日

本
労
信
協
へ
事
業
譲
渡
を
行
い
、
残
っ
て
い

る
の
は
、
新
潟
労
信
協
を
含
め
た
６
労
信
協

の
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

事
業
譲
渡
先
の
日
本
労
信
協
は
、
全
国
の

労
働
金
庫
が
設
立
し
た
保
証
機
関
で
す
が
、

こ
の
間
、
労
働
金
庫
の
系
統
保
証
機
関
と
し

て
、
「
競
争
力
の
あ
る
保
証
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
」
や
「
労
働
金
庫
業
態
に
資
す
る
保
証
制

度
の
確
立
」
な
ど
を
目
指
し
、
保
証
料
の
引

き
下
げ
や
保
証
条
件
の
緩
和
等
の
施
策
を
打

ち
出
し
て
き
て
お
り
、
シ
ス
テ
ム
対
応
も
含

め
て
規
模
の
小
さ
い
地
域
労
信
協
で
は
対
応

で
き
な
い
状
況
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
新
潟
労
信
協
は
日
本

労
信
協
へ
事
業
を
譲
渡
し
、
解
散
す
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。

永
年
の
ご
支
援
に
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す

と
と
も
に
、
今
後
は
日
本
労
信
協
に
対
し
て

新
潟
労
信
協
と
同
様
の
お
引
き
立
て
を
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

新
潟
労
信
協  

専
務
理
事　
中
村　
綾
男

新
潟
労
信
協
が
解
散



に い が た 労 福 協（ライフサポートセンター）（3）第51号 2022年10月15日

わ
れ
て
い
る
実
践
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

新
潟
県
労
福
協
か
ら
は
、
昨
年
10
月
１
日

以
降
の
、
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
事
業
の
変
更
や

地
区
労
福
協
体
制
の
強
化
、
奨
学
金
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
設
立
と
、
高
校
生
奨
学
金
支
援
の
取

り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

事
業
団
体
責
任
者
会
議
で
は
、
テ
ー
マ
設

定
を
「
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
利
用
促
進
（
各

事
業
団
体
の
認
知
度
向
上
）
・
共
助
拡
大

（
事
業
団
体
の
社
会
的
責
任
）
と
各
事
業
団

体
が
加
盟
団
体
に
望
む
こ
と
」
と
し
て
、
率

直
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
有
意
義
な
会
議
と

な
り
ま
し
た
。

７
月
20
日
（
水
）
、
東
部
ブ
ロ
ッ
ク
労
福

協
第
２
３
５
回
幹
事
会
お
よ
び
２
０
２
２
年

度
事
業
団
体
責
任
者
会
議
が
山
梨
県
甲
府
市

「
ホ
テ
ル
談
露
館
」
に
お
い
て
、
33
名
の
参

加
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

幹
事
会
は
、
岡
田
東
部
ブ
ロ
ッ
ク
会
長
の

挨
拶
の
後
、
中
央
労
福
協
：
南
部
事
務
局
長

か
ら
６
月
２
日
（
静
岡
県
静
岡
市
）
に
開
催

さ
れ
た
全
国
研
究
集
会
（
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
）

の
御
礼
が
あ
り
ま
し
た
。

報
告
事
項
で
は
、
東
部
ブ
ロ
ッ
ク
各
都
県

で
対
応
し
た
、
日
本
難
病
・
疾
病
団
体
協
議

会
国
会
請
願
署
名
実
績
と
、
団
体
か
ら
の
感

謝
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
（
東
部
ブ
ロ
ッ
ク

全
体
２
８
，
５
６
７
筆
、
内
新
潟
県
８
，

８
６
５
筆
）
。

協
議
事
項
で
は
、
①
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
事

業
経
験
交
流
（
９
月
12
日
・
静
岡
県
）
、
②

２
０
２
２
年
度
代
表
者
会
議
・
第
２
３
６
回

幹
事
会
（
10
月
５
～
６
日
・
長
野
県
）
、
③

第
57
回
定
期
総
会
（
11
月
30
日
・
茨
城
県
）

の
開
催
内
容
に
つ
い
て
各
々
協
議
し
ま
し
た
。

各
県
報
告
に
お
い
て
は
、
新
型
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
状
況
下
で
あ
っ
て
も
、
創
意
工
夫

し
て
労
福
協
活
動
の
推
進
に
向
け
活
動
が
行

「
解
決
策
に
困
っ
た
時
の
連
携
先
、
繋
が

り
先
を
見
つ
け
た
い
」
「
リ
ピ
ー
タ
ー
対
応

に
苦
慮
し
て
い
る
」
「
活
動
資
金
の
確
保
、

ど
う
す
る
」
…

「
暮
ら
し
の
困
り
ご
と
何
で
も
相
談
」

（
※
労
福
協
で
は
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
事
業
と
も
呼
ん
で
い
ま
す
）
を
取
り
組

む
労
福
協
東
部
ブ
ロ
ッ
ク
内
１
都
10
県
の
相

談
担
当
者
、
事
業
運
営
者
が
静
岡
市
に
会
し

日
頃
の
悩
み
、
課
題
を
共
有
し
解
決
策
を
探

り
ま
し
た
。

９
月
12
日
（
月
）
、
労
福
協
東
部
ブ
ロ
ッ

ク
「
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
事
業
経
験
交
流
」
が

静
岡
市
駅
前
「
静
岡
県
勤
労
者
総
合
会
館
」

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
関
係
都
県
か
ら
32
名
、

新
潟
か
ら
は
金
内
孝
永
主
任
、
皆
川
清
市
相

談
員
を
は
じ
め
４
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

新
型
感
染
症
禍
で
久
々
３
年
ぶ
り
の
開
催

と
な
っ
た
本
交
流
会
で
は
、
こ
の
間
提
起
さ

れ
た
連
合
の
労
働
相
談
体
制
集
中
化
の
影
響

や
、
相
談
員
が
確
保
で
き
な
い
県
の
悩
み
な

ど
そ
れ
ぞ
れ
率
直
な
課
題
を
報
告
し
確
認
し

合
い
ま
し
た
。
年
間
相
談
４
０
０
０
件
超
の

先
進
県
も
、
現
在
、
相
談
体
制
が
組
め
な
い

県
も
困
り
ご
と
を
寄
せ
る
相
談
者
に
役
立
ち

た
い
と
考
え
行
動
し
て
い
る
こ
と
は
同
じ
で

し
た
。

新
潟
か
ら
は
昨
年
10
月
に
相
談
機
能
充
実

を
目
指
し
相
談
拠
点
を
長
岡
に
一
極
集
中
し

対
応
に
当
た
っ
て
い
る
こ
と
、
ひ
き
こ
も
り

の
子
と
そ
の
親
御
さ
ん
の
長
期
に
亘
る
一
進

二
退
の
付
き
合
い
、
両
親
が
旧
統
一
教
会
に

入
信
し
て
い
る
子
の
相
談
事
例
等
を
報
告
し

ま
し
た
。

経
験
交
流
第
一
部
の
講
演
で
は
、
静
岡
県

内
12
市
で
・
ひ
き
こ
も
り
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
・

一
時
生
活
支
援
・
自
立
相
談
支
援
・
フ
ー
ド

バ
ン
ク
・
就
労
支
援
等
々
数
多
く
の
事
業
を

行
う
鈴
木
和
樹
氏
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｐ
Ｏ
Ｐ
Ｏ

Ｌ
Ｏ
事
務
局
長
）
の
事
例
紹
介
か
ら
、
相
談

者
に
積
極
的
に
関
わ
る
こ
と
で
、
新
た
な
支

援
者
と
出
会
い
連
携
が
広
が
る
こ
と
を
学
び

ま
し
た
。

皆
さ
ん
の
職
場
で
も
お
住
ま
い
の
地
域
で

も
困
り
ご
と
、
悩
み
ご
と
を
抱
え
る
方
は
多

く
い
る
は
ず
。
そ
う
し
た
方
を
見
か
け
た
ら

迷
わ
ず
０
２
５
８
︱
８
６
︱
８
８
９
８
「
新

潟
県
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
を
教
え

て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

東
部
ブ
ロ
ッ
ク

第
２
３
５
回
幹
事
会
お
よ
び

２
０
２
２
年
度
事
業
団
体
責
任
者
会
議
報
告

東
部
ブ
ロ
ッ
ク  

ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
経
験
交
流
か
ら

連
携
先
を
拡
げ
る
に
は 

︱
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ま
し
た
（
全
国
か
ら
は
１
６
８
名
が
視

聴
）
。

第
１
部
は
「
＃
み
ん
な
の
生
理
共
同
代

表
」
谷
口
歩
実
氏
、
第
２
部
に
「
全
国
労
金

協
会
政
策
調
査
部
部
長
」
山
口
郁
子
氏
を
講

師
に
、
◦
生
理
用
品
購
入
費
用
が
生
活
費
を

圧
迫
し
て
い
る
現
実
◦
更
年
期
症
状
で
不
本

意
な
退
職
を
迫
ら
れ
る
人
が
57
万
人
い
る
◦

大
変
な
仕
事
は
女
性
に
割
り
当
て
な
い
と
い

「
生
理
の
貧
困
は
生
理
を
経
験
す
る
人
だ

け
の
問
題
で
な
く
、
社
会
み
ん
な
で
、
ど
う

す
れ
ば
生
理
の
あ
る
人
が
生
き
易
い
社
会
を

作
れ
る
か
考
え
よ
う
」

―
と
い
う
テ
ー
マ

で
今
年
の
「
女
性
の
ひ
ろ
ば
」
は
開
会
し
ま

し
た
。

「
生
理
の
貧
困
」
、
男
性
に
も
あ
る
「
更

年
期
離
職
」
、
そ
し
て
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ

プ
世
界
１
４
６
か
国
の
う
ち
１
１
６
位
の
日

本
の
現
実
」
と
、
衝
撃
の
気
付
き
を
改
め
て

与
え
ら
れ
た
第
５
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
女
性

の
ひ
ろ
ば
」
（
中
央
労
福
協
主
催
）
は
９
月

５
日
（
月
）
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
形
式
で
開
か
れ
、
新

潟
か
ら
は
労
金
協
会
ル
ー
ト
、
労
済
労
連

ル
ー
ト
か
ら
の
出
席
を
含
め
９
名
が
参
加
し

う
配
慮
は
好
意
的
差
別
に
な
る
、
に
つ
い
て

学
び
ま
し
た
。

人
間
を
女
性
・
男
性
と
二
分
す
る
こ
と
を

前
提
と
し
た
社
会
で
は
な
く
、
「
人
」
と
し

て
お
互
い
を
尊
重
し
合
え
る
世
の
中
の
実
現

に
は
、
ま
ず
男
女
不
平
等
の
現
実
を
見
つ
め

る
必
要
が
あ
る
、
と
強
く
感
じ
た
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
で
し
た
。
道
の
り
は
長
く
遠
そ
う
で
す

が
、
し
な
や
か
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

７
月
28
日
（
木
）
新
潟
市
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ

ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
新
潟
に
て
、
新
潟
県
総
合

生
協
第
68
回
通
常
総
代
会
お
よ
び
こ
く
み
ん

共
済
ｃ
ｏ
ｏ
ｐ
新
潟
推
進
本
部
第
５
回
組
合

員
代
表
者
会
議
が
、
３
０
０
人
（
出
席
：
60

人
、
委
任
状
：
３
人
、
書
面
議
決
：
２
３
７

人
）
の
総
代
（
組
合
員
）
が
参
加
し
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

小
野
塚
理
事
長
（
本
部
長
）
か
ら
、
「
１

９
５
５
年
10
月
１
日
新
潟
大
火
が
発
生
し
、

発
足
間
も
な
い
火
災
共
済
制
度
の
た
め
手
元

資
金
が
な
い
中
で
、
当
時
の
寺
本
事
務
局
長

は
「
借
金
は
い
つ
か
返
せ
る
。
失
っ
た
信
頼

は
永
久
に
取
り
戻
せ
な
い
」
と
、
一
千
万
円

（
現
在
の
10
億
円
相
当
）
の
借
財
を
負
っ
た

が
、
共
済
金
を
全
額
支
払
っ
た
過
去
を
学
び
、

共
済
制
度
の
重
要
性
を
改
め
て
認
識
す
る
こ

と
が
大
切
で
あ
る
。
こ
く
み
ん
共
済
ｃ
ｏ
ｏ

ｐ
に
移
行
し
て
４
年
目
と
な
る
、
新
潟
は
日

本
一
の
推
進
本
部
を
目
指
す
取
り
組
み
を
進

め
る
」
と
の
力
強
い
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
全
て
の
議
案
が
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

ま
た
、
こ
く
み
ん
共
済
ｃ
ｏ
ｏ
ｐ
新
潟
推

進
本
部
第
５
回
組
合
員
代
表
者
会
議
で
は
、

２
０
２
２
年
度
新
潟
推
進
本
部
推
進
活
動
計

画
に
つ
い
て
確
認
し
ま
し
た
。

第
５
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
女
性
の
ひ
ろ
ば
」

生
理
は
み
ん
な
の
問
題
で
す
！

こ
く
み
ん
共
済
ｃｏｏｐ

新
潟
県
総
合
生
活
協
同
組
合
第
68
回
通
常
総
代
会
お
よ
び

�
こ
く
み
ん
共
済ｃｏｏｐ
新
潟
推
進
本
部
第
５
回
組
合
員
代
表
者
会
議



に い が た 労 福 協（ライフサポートセンター）（5）第51号 2022年10月15日

８
月
23
日
（
火
）
、
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
フ
ー

ド
バ
ン
ク
に
い
が
た
」
第
５
回
総
会
が
「
南

区
白
根
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
」
に
お
い
て
、

48
名
（
出
席
14
名
、
委
任
状
34
名
）
の
参
加

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
第
１
号
議
案
、
２
０
２
１
年

度
事
業
報
告
（
寄
贈
食
品
・
約
４
０
０
ト
ン
、

19
年
度
約
50
ト
ン
、
20
年
度
約
２
８
０
ト

ン
）
第
２
号
議
案
、
２
０
２
１
年
度
決
算
報

告
、
第
３
号
議
案
、
２
０
２
２
年
度
活
動
計

画
（
案
）
、
第
４
号
議
案
、
２
０
２
２
年
度

予
算
（
案
）
に
つ
い
て
、
協
議
し
い
ず
れ
も

満
場
一
致
、
賛
成
多
数
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

特
に
第
３
号
議
案
で
は
、
事
業
方
針
①

フ
ー
ド
バ
ン
ク
に
い
が
た
３
セ
ン
タ
ー
制

（
新
潟
・
県
央
・
柏
崎
）
の
廃
止
と
現
場
組

織
の
独
立
化
、
②
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
化
に
向

け
た
賛
助
会
員
登
録
の
促
進
、
③
各
団
体

（
フ
ー
ド
バ
ン
ク
に
い
が
た
、
新
潟
県
フ
ー

ド
バ
ン
ク
連
絡
協
議
会
、
に
い
が
た
フ
ー
ド

バ
ン
ク
連
盟
）
の
統
合
連
絡
組
織
設
立
に
向

け
た
協
議
（
役
員
改
選
含
む
）
に
つ
い
て
、

論
議
を
行
い
提
案
内
容
を
承
認
し
、
早
急
に

各
団
体
と
の
協
議
に
移
行
す
る
こ
と
を
確
認

し
ま
し
た
。

フ
ー
ド
バ
ン
ク
の
活
動
の
原
点
は
、
「
Ｓ

Ｏ
Ｓ
を
発
信
し
食
料
を
必
要
と
す
る
方
に
適

切
に
提
供
す
る
、
体
制
と
組
織
」
つ
ま
り
、

支
援
組
織
・
団
体
・
個
人
の
連
携
が
最
も
重

要
で
あ
る
こ
と
は
、
論
を
俟
ち
ま
せ
ん
。

な
お
、
本
年
は
役
員
改
選
年
で
は
な
く
引

き
続
き
、
高
見
優
理
事
長
を
中
心
に
取
り
組

み
を
進
め
る
こ
と
と
し
、
総
会
を
終
了
し
ま

し
た
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
フ
ー
ド
バ
ン
ク
に
い
が
た

２
０
２
２
年
度  

第 

５ 

回 

通 

常 

総 

会



に い が た 労 福 協（ライフサポートセンター）（6）第51号 2022年10月15日

７
月
８
日
（
金
）
、
新
潟
市
「
朱
鷺
メ
ッ

セ
」
で
県
協
同
組
合
間
提
携
研
究
集
会
が
約

１
２
０
名
（
会
場
・
オ
ン
ラ
イ
ン
）
の
参
加

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

高
橋
提
携
推
進
協
議
会
委
員
長
か
ら
、

「
１
９
２
３
年
に
７
月
の
第
一
土
曜
日
を
国

際
協
同
組
合
デ
ー
と
し
て
定
め
ら
れ
、
毎
年

世
界
中
で
取
り
組
み
を
進
め
て
き
た
。
新
潟

県
で
は
今
回
32
回
目
の
開
催
と
な
る
。
今
後

は
、
協
同
組
合
間
の
一
層
の
連
携
の
も
と
、

協
同
組
合
に
対
す
る
世
界
的
な
、
期
待
・
評

価
を
十
分
に
意
識
し
誇
り
を
持
っ
て
、
組
合

員
・
地
域
住
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
持
続
可
能

な
地
域
社
会
を
築
い
て
い
く
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取

り
組
み
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
る
契
機
と
し
た

い
」
と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

基
調
講
演
で
は
、
「
『
日
本
３
百
名
山
ひ

と
筆
書
き
～
Ｇ
ｒ
ｅ
ａ
ｔ　

Ｔ
ｒ
ａ
ｖ
ｅ
ｒ

ｓ
ｅ
３
～
』
で
体
験
し
た
自
然
と
人
の
出
会

い
を
語
る
」
田
中
陽
希
氏
（
プ
ロ
ア
ド
ベ
ン

チ
ャ
ー
レ
ー
サ
ー
）
か
ら
、
自
身
の
取
り
組

ん
で
き
た
実
体
験
に
基
づ
く
、
山
と
の
出
会

い
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
、
人
と
の
出
会
い
を

通
し
て
感
じ
て
き
た
こ
と
を
、
壮
大
な
活
動

写
真
の
ご
と
く
切
々
と
講
演
さ
れ
、
多
く
の

一
般
参
加
者
の
心
を
つ
か
む
内
容
の
講
演
が

あ
り
ま
し
た
。

実
践
発
表
で
は
、
①
Ｊ
Ａ
共
済
連
新
潟
・

管
理
部　

樋
浦
祐
貴
氏
か
ら
「
Ｊ
Ａ
共
済
の

地
域
貢
献
活
動
に
つ
い
て
」
、
②
新
潟
県
中

小
企
業
団
体
中
央
会
・
連
携
推
進
課
主
席
堀

勝
弘
氏
か
ら
「
私
た
ち
の
活
動
を
紹
介
し
ま

す
」
と
題
し
て
、
具
体
的
取
組
事
例
が
各
々

か
ら
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
県
内
の
各
地
域
、
各
職
場
、
各

分
野
に
お
い
て
、
安
全
・
安
心
で
心
豊
か
な

く
ら
し
と
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
に
向
け

た
事
業
を
展
開
し
、
協
同
組
合
運
動
に
邁
進

す
る
と
し
た
「
新
潟
Ｃ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
宣
言
」
を
採

択
し
て
閉
会
し
ま
し
た
。

新潟推進本部
（新潟県総合生活協同組合）

住まいの保障点検

お住まいの保障、
見直してみませんか？

強化期間中に共済ショップまたは所属団体を通じて
住まいる共済のご相談・お見積もりをした方に

※色（ゴールド・シルバー）はお選びいただけません。
※在庫状況によっては、他のノベルティをお渡しする場合がございます。

年 月 日（土）～ 月 日（水）

裏側はジェルに
なっていて冷やしたり
温めたりできます

風水害等給付金付火災共済・自然災害共済・個人賠償責任共済

「こくみん共済 」は営利を目的としない保障の生協として共済事業を営み、相互扶助の精神にもとづき、
組合員の皆さまの安心とゆとりある暮らしに貢献することを目的としています。この趣旨に賛同いただき、
出資金を払い込んで居住地または勤務地の組合員となることで各種共済制度をご利用いただけます。

全国労働者共済生活協同組合連合会

こくみん共済
公式キャラクター
ピットくん

保障点検強化期間

自宅で簡単
アイケア
グッズ！

プレゼント！アイマスク

台風 火災

地震 雪害

新
潟
県
協
同
組
合
間
提
携
推
進
協
議
会

第
32
回
新
潟
県
協
同
組
合
間
提
携
研
究
集
会



に い が た 労 福 協（ライフサポートセンター）（7）第51号 2022年10月15日

９
月
24
日
（
土
）
新
潟
市
ユ
ニ
ゾ
ン
プ
ラ

ザ
に
お
い
て
、
第
１
回
消
費
者
志
向
経
営
普

及
啓
発
セ
ミ
ナ
ー
が
、
主
催
・
新
潟
県
、
企

画
・
運
営
が
適
格
消
費
者
団
体
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

消
費
生
活
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
新
潟
に
よ
っ
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
83
名
（
会
場
40
名
・
オ
ン
ラ

イ
ン
43
名
）
で
し
た
。

基
調
講
演
で
は
、
坂
倉
忠
夫
氏
【
（
公

社
）
消
費
者
関
連
専
門
会
議
Ａ
Ｃ
Ａ
Ｐ　

専

務
理
事
】
か
ら
Ａ
Ｃ
Ａ
Ｐ
の
使
命
と
消
費
者

に
最
も
近
い
事
業
者
団
体
と
し
て
、
消
費
者

志
向
経
営
は
六
方
よ
し
（
消
費
者
よ
し
、
事

業
者
よ
し
、
社
会
よ
し
、
従
業
員
よ
し
、
未

来
よ
し
、
地
球
よ
し
）
の
取
り
組
み
が
重
要

で
あ
る
と
の
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

事
例
報
告
は
、
亀
田
製
菓
㈱
商
品
本
部

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
尾
関
太
一
郎
氏
（
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
）
か
ら
、
お
客
様
の
声
を
生
か
し
た

共
創
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
取
り
組
み
を
報
告

い
た
だ
き
ま
し
た
。

意
見
交
換
を
通
じ
て
、
双
方
向
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
実
践
の
重
要
性
を
改
め
て
考

え
る
こ
と
の
で
き
た
セ
ミ
ナ
ー
と
な
り
ま
し

た
。

新
潟
県
日
韓
親
善
協
会
は
、
７
月
25
日

（
月
）
「
２
０
２
２
年
度
定
期
総
会
・
講
演

会
・
交
流
会
」
を
73
名
の
参
加
で
開
催
し
ま

し
た
。
総
会
で
は
、
提
案
議
案
全
て
を
満
場

一
致
で
採
択
し
、
役
員
改
選
で
は
、
引
き
続

き
、
片
桐
奈
保
美
会
長
を
選
出
し
ま
し
た
。

総
会
後
の
講
演
会
冒
頭
、
片
桐
会
長
か
ら

「
新
型
感
染
症
の
影
響
で
２
年
ほ
ど
交
流
が

出
来
て
い
な
い
、
早
く
韓
国
と
行
き
来
で
き

る
日
が
来
れ
ば
と
思
う
」
と
の
挨
拶
が
あ
り

ま
し
た
。

講
師
の
吉
澤
文
寿
教
授
（
新
潟
国
際
情
報

大
学
）
か
ら
は
「
今
日
の
日
韓
関
係
」
と
題

し
て
、
戦
時
中
の
韓
国
人
徴
用
工
問
題
の
解

決
を
求
め
る
内
容
で
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。吉

澤
教
授
は
、
「
２
０
１
８
年
に
韓
国
の

大
法
院
（
最
高
裁
）
が
韓
国
人
徴
用
工
に
損

害
賠
償
を
支
払
う
よ
う
日
本
企
業
に
命
じ
た

判
決
に
対
し
、
日
本
政
府
が
国
際
法
違
反
だ

と
し
て
批
判
的
対
応
を
取
っ
て
以
降
、
両
国

関
係
が
硬
直
化
し
た
、
日
韓
関
係
の
改
善
に

は
徴
用
工
問
題
を
乗
り
越
え
る
必
要
が
あ
る
、

被
害
者
が
一
番
願
っ
て
い
る
こ
と
は
日
本
企

業
と
話
し
合
う
こ
と
。
日
韓
両
国
が
そ
の
場

を
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
し
て
い
く
べ
き
だ
」
と
の

見
解
を
示
し
ま
し
た
。

講
演
会
後
の
交
流
会
に
は
、
日
韓
親
善
協

会
中
央
会
の
河
村
建
夫
会
長
か
ら
「
す
べ
て

韓
国
側
の
責
任
と
い
う
態
度
で
は
な
く
、
日

本
は
何
が
で
き
る
か
を
考
え
な
い
と
い
け
な

い
。
草
の
根
の
市
民
運
動
を
展
開
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
」
と
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

９
月
８
日
（
木
）
３
年
ぶ
り
に
「
第
５
回

韓
日
ハ
ン
ガ
ウ
ィ
祭
り
ｉ
ｎ
新
潟
２
０
２
２｣

が
、
駐
新
潟
大

韓
民
国
総
領
事

館
主
催
で
「
新

潟
市
民
芸
術
文

化
会
館
」
に
お

い
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
当
日

は
、
１
，
２
０

０
名
の
県
民
の

皆
さ
ん
が
参
加

し
、
韓
日
ハ
ー

モ
ニ
ー
が
つ
な

ぐ
日
韓
友
好
の

公
演
が
盛
大
に

開
催
さ
れ
ま
し

た
。

第
１
回
消
費
者
志
向
経
営
普
及
啓
発
セ
ミ
ナ
ー

事
業
者
と
消
費
者
が
と
も
に
考
え
る

�

つ
く
る
責
任　
つ
か
う
責
任

新
潟
県
日
韓
親
善
協
会

２
０
２
２
年
度
新
潟
県
日
韓
親
善
協
会
総
会
＆
ハ
ン
ガ
ウ
ィ
祭
り

【
日
韓
親
善
協
会
中
央
会
河
村
建
夫
会
長
】
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や
福
祉
施
設
へ
も
寄
付
さ
れ
ま
す
。
参
加

者
の
皆
さ
ん
か
ら
も
袋
い
っ
ぱ
い
の
サ
ツ

マ
イ
モ
を
お
持
ち
帰
り
い
た
だ
き
ま
し
た
。

さ
て
さ
て
ど
ん
な
お
料
理
に
な
る
の
か

楽
し
み
で
す
ね
。
参
加
い
た
だ
い
た
皆
さ

ん
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

佐
渡
地
区

９
月
13
日
（
火
）
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ト
佐

渡
は
ま
な
す
ホ
ー
ル
に
て
「
２
０
２
２
さ

ど
ワ
ー
ク
＆
ラ
イ
フ
セ
ミ
ナ
ー
」
と
し
て
、

10
月
施
行
の
労
働
者
協
同
組
合
法
を
学
ぼ

う
と
「
Ｗ
ｏ
ｒ
ｋ
ｅ
ｒ
ｓ
被
災
地
に
起

つ
」
の
上
映
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
間
、
４
月
「
２
０
２
２
に
い
が
た

協
同
集
会
」
、
６
月
県
労
福
協
総
会
記
念

講
演
「
持
続
可
能
で
活
力
あ
る
共
生
社
会

を
耕
す
協
同
労
働
の
可
能
性
」
な
ど
自
分

な
り
に
理
解
し
て
き
た
つ
も
り
で
し
た
が
、

関
係
団
体
に
上
映
案
内
す
る
も
う
ま
く
伝

え
ら
れ
ず
、
は
た
し
て
観
に
来
て
く
れ
る

人
は
い
る
だ
ろ
う
か
、
心
配
な
日
々
が
続

き
ま
し
た
。
更
に
、
８
月
の
お
盆
開
け
よ

り
島
内
の
新
型
ウ
ィ
ル
ス
感
染
者
が
急
増
。

一
日
百
人
を
超
え
る
日
が
続
き
、
開
催
そ

の
も
の
も
危
ぶ
ま
れ
る
状
況
で
し
た
。

そ
ん
な
折
、
ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
ー
プ
本
部

長
の
川
原
さ
ん
よ
り
上
映
後
の
補
足
説
明

の
提
案
と
関
係
者
へ
の
呼
び
か
け
の
話
を

い
た
だ
き
、
と
て
も
心
強
か
っ
た
で
す
。

そ
し
て
、
各
労

組
の
協
力
も
あ

り
当
日
は
33
名

の
参
加
で
無
事

に
行
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

こ
の
映
画
は

東
北
震
災
の
被

災
地
域
の
抱
え

る
問
題
を
「
協
同
労
働
」
の
実
践
で
解
決

さ
れ
て
い
る
お
話
し
で
し
た
が
、
同
じ
よ

う
な
課
題
は
佐
渡
に
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
独
り
住
ま
い
の
高
齢
者
の
孤
立
、
人

口
減
少
に
よ
る
過
疎
化
、
ひ
と
り
親
世
帯

の
生
活
困
窮
な
ど
。

既
に
島
内
で
「
協
同
労
働
」
を
地
域
で

実
践
さ
れ
て
い
る
方
々
と
連
携
し
、
協
力

い
た
だ
き
な
が
ら
、
新
し
い
働
き
方
を
実

現
さ
せ
、
持
続
可
能
で
活
力
あ
る
島
つ
く

り
を
目
指
さ
な
け
れ
ば
と
感
じ
た
上
映
会

で
し
た
。

環
境
と
農
業
を
考
え
、
体
験
す
る
！

　

河
川
敷
に
広
が
る
遊
休
地
を
活
用
し
た

体
験
型
農
業
を
、
連
合
中
越
・
労
金
・

フ
ー
ド
バ
ン
ク
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
「
ｕ
ｎ
ｅ
」
・

地
区
労
福
協
で
行
っ
て
い
ま
す
。
４
月
は
、

ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
植
え
付
け
と
、
ウ
ク
ラ
イ

ナ
の
人
の
安
心
を
思
い
、
ひ
ま
わ
り
の
種

ま
き
を
行
い
ま
し
た
。
作
業
終
了
後
に
河

川
清
掃
も
行
い
、
弁
当
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
５
月
に
は
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
か
ぼ
ち
ゃ

を
植
え
、
６
月
は
サ
ツ
マ
イ
モ
、
長
ネ
ギ

を
植
え
、
７
月
は
雨
の
中
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の

収
穫
を
行
い
ま
し
た
。

　

９
月
は
サ
ツ

マ
イ
モ
畑
の
草

取
り
、
白
菜
と

大
根
と
冬
菜
を

植
え
11
月
に
は

畑
仕
舞
い
と
餅

つ
き
大
会
、
来

年
の
春
収
穫
を

目
指
す
玉
ね
ぎ

を
植
え
る
計
画

で
す
。 長

岡
地
区

下
越
地
区

下
越
地
区
労
福
協
第
11
回
定
期
総
会
を
、

７
月
14
日
（
木
）
「
イ
ク
ネ
ス
し
ば
た
」

に
て
開
催
し
ま
し
た
。

新
型
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
、
２
年

ぶ
り
の
集
合
型
の
開
催
と
な
り
、
第
45
回

連
合
下
越
地
協
委
員
会
の
代
議
員
が
総
会

代
議
員
と
し
て
出
席
し
ま
し
た
。
来
賓
と

し
て
新
潟
県
労
福
協
・
間
専
務
に
ご
出
席

い
た
だ
き
、
県
労
福
協
が
取
り
組
ん
で
い

る
活
動
、
７
地
区
労
福
協
、
県
ラ
イ
フ
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
、
新
潟
県
奨
学
金
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
、
フ
ー
ド
バ
ン
ク
提
携
等
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

事
業
計
画
に
つ
い
て
は
、
退
職
者
組
織
、

地
域
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
フ
ー
ド
バ
ン
ク
と
連
携
し
、

地
域
に
お
け
る
労
働
者
福
祉
の
向
上
を
め

ざ
し
、
活
動
課
題
の
実
現
を
図
っ
て
参
り

ま
す
。

　

ま
た
、
連
合
新
発
田
支
部
は
、
第
93
回

新
発
田
地
区
メ
ー
デ
ー
の
開
催
中
止
に
伴

う
社
会
貢
献
活
動
と
し
て
、
フ
ー
ド
ド
ラ

イ
ブ
を
実
施
し

ま
し
た
。
米
91

㎏
、
レ
ト
ル
ト

食
品
、
日
用
品

等
を
寄
付
し
て

い
た
だ
き
、
５

月
10
日
に
「
フ

ー
ド
バ
ン
ク
し

ば
た
」
武
田
事
務
局
長
に
お
届
け
し
ま
し

た
。
今
後
も
下
越
地
域
フ
ー
ド
バ
ン
ク
活

動
を
各
支
部
で
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

新
潟
地
区

10
月
１
日
（
土
）
、
毎
年
恒
例
の
新
潟

地
区
労
福
協
・
連
合
新
潟
地
域
協
議
会
の

主
催
に
よ
る
「
サ
ツ
マ
イ
モ
収
穫
体
験

祭
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
５
月
21
日
に
苗

植
え
さ
れ
た
サ
ツ
マ
イ
モ
、
さ
て
さ
て
今

年
の
出
来
栄
え
は
い
か
に
…
。

当
日
は
天
候
に
恵

ま
れ
、
組
合
員
や
家

族
を
合
わ
せ
１
５
０

名
を
超
え
る
参
加
者

が
新
潟
市
江
南
区
大

淵
の
芋
畑
集
合
、
大

い
に
賑
わ
い
ま
し
た
。

毎
年
参
加
さ
れ
る

手
慣
れ
た
方
か
ら
、

初
め
て
の
芋
掘
り
に

悪
戦
苦
闘
す
る
子
供

た
ち
な
ど
、
大
き
く
育
っ
た
サ
ツ
マ
イ
モ

と
楽
し
く
格
闘
し
て
い
ま
し
た
。
ご
覧
く

だ
さ
い
、
こ
の
大
き
く
育
っ
た
今
年
の
サ

ツ
マ
イ
モ
！

収
穫
し
た
サ
ツ
マ
イ
モ
は
、
社
会
貢
献

活
動
の
一
環
と
し
て
新
潟
地
区
労
福
協
・

連
合
新
潟
地
協
と
連
携
し
て
い
る
「
に
い

が
た
お
米
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
イ
ベ
ン
ト

地
区
労
福
協
か
ら
の

た
よ
り

新潟県労
福協

Ni
iga
ta Letter
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「あなたらしさ」が選べる生協、
コープデリです。

コープデリは、関東・信越１都７県で335万以上の世帯にご登録いただいている、日本最大の生協です。
たくさんの宅配サービスや生協があるなかで支持されている理由はきっと、それぞれの“ぴったり”が見つかるから。

原料へのこだわり、価格帯、家族の人数、etc…　どんなニーズもおまかせください。

今すぐ！ Webでお申し込み こちらからも
アクセスできます

コープデリが大切にしている６つのこと

豊かで楽しい
食卓へ。

安心して
家族へ。

声を
かたちに。

つながり、
育む。

「食べる」を
伝える。

未来に
つなげる。

コープデリなら、つかうほどじぶんらしくなれるあれこれが

選べる、見つかる。

ふだんのくらしに必要な
商品を提供し、

毎日のくらしに貢献します。

提供する全ての食品の
安全性の確保に
取り組みます。

組合員さんの声を
大切にしたコープ商品を
開発・提供します。

生産者と組合員さんを
つなぐ「産直」に
取り組みます。

食育「たべる、たいせつ」を
通じて食による健康なくらしを

提案していきます。

環境にやさしい
事業とくらしを目指します。

ご加入手続きは

簡単！ コープデリ　加入 検索

　

い
ろ
い
ろ
な
人
た
ち
が
集
ま
っ
て
、
農

業
を
通
じ
て
交
流
し
、
「
農
」
の
楽
し
さ
、

作
る
喜
び
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

小
千
谷
地
区

７
月
30
日
（
土
）
小
千
谷
市
楽
集
館
に

て
連
合
小
千
谷
支
部
・
小
千
谷
地
区
労
福

協
合
同
イ
ベ
ン
ト
「
生
活
安
心
セ
ミ

ナ
ー
」
＆
「
平
和
活
動
」
を
開
催
し
ま
し

た
。セ

ミ
ナ
ー
は
〝
ワ
ー
ク
ル
ー
ル
と
働
き

方
改
革
〟
と
題
し
連
合
新
潟
桑
原
典
子
副

事
務
局
長
を
お
招
き
し
、
お
話
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
労
働
基
準
法
を
は
じ
め
、
賃

金
や
労
働
条
件
、
労
働
組
合
等
に
つ
い
て

詳
し
く
説
明
い
た
だ
き
、
働
き
方
改
革
か

ら
労
働
相
談
に
至
る
ま
で
幅
広
い
内
容
で
、

あ
っ
と
い
う
間
の
１
時
間
で
し
た
。
今
回

の
参
加
者
は

各
組
織
の
役

員
が
多
く
、

自
組
織
に
照

ら
し
合
わ
せ

な
が
ら
理
解

を
深
め
る
こ

と
が
で
き
ま

し
た
し
、
改

め
て
チ
ェ
ッ

ク
す
る
良
い

機
会
と
な
り

ま
し
た
。

ま
た
、
「
平
和
活
動
」
で
は
広
島
原
爆

ポ
ス
タ
ー
展
示
会
を
開
催
し
原
爆
と
戦
争

の
悲
惨
さ
を
学
び
ま
し
た
。

上
越
地
区

上
越
地
区
ワ
ー
ク
＆
ラ
イ
フ
セ
ミ
ナ
ー

を
、
９
月
15
日
（
木
）
に
上
越
市
民
プ
ラ

ザ
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

新
型
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
、
３
年

ぶ
り
の
集
合
型
の
開
催
と
な
り
、
一
般
参

加
も
含
め
、
51
名
の
皆
様
が
参
加
さ
れ
ま

し
た
。

「
Ｗ
ｏ
ｒ
ｋ
ｅ
ｒ
ｓ　

被
災
地
に
起

つ
」
上
映
後
、
「
協
同
労
働
で
地
域
を
元

気
に
」
の
テ
ー
マ
で
、
に
い
が
た
協
同

ネ
ッ
ト
江
花
事
務
局
長
よ
り
ご
講
演
を
頂

き
ま
し
た
。

協
同
労
働
で
仕
事
を
す
る
事
、
そ
し
て
、

２
０
２
２
年
10
月
１
日
施
行
「
労
働
者
協

同
組
合
法
」
に
つ
い
て
お
話
し
を
い
た
だ

き
、
理
解
を
深
め
た
と
こ
ろ
で
す
。

今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
参
加
者
の
殆
ど
が
、

初
め
て
「
協
同
労
働
」
に
触
れ
た
方
達
な

の
で
、
先
ず
は
学
び
合
う
事
か
ら
に
な
り

ま
す
が
、
今
後
「
労
働
者
協
同
組
合
法
」

の
活
用
に
よ
る
様
々
な
活
動
に
よ
り
、
地

域
課
題
の
解
決
・
就
労
機
会
の
創
出
や
地

域
活
性
化
に
つ
な
が
る
発
端
と
な
り
、
一

助
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。



に い が た 労 福 協（ライフサポートセンター）（10）第51号 2022年10月15日

感
染
者
発
生
届
の
全
数
把
握
簡
略
化
や
全

国
旅
行
支
援
の
実
施
決
定
な
ど
、
新
型
ウ
イ

ル
ス
関
連
の
施
策
は
新
た
な
段
階
に
入
ろ
う

と
し
て
い
る
。
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
２
価
ワ

ク
チ
ン
の
接
種
も
始
ま
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

こ
の
間
の
ウ
イ
ル
ス
禍
で
、
「
日
常
」
や

「
暮
ら
し
」
に
大
き
な
制
約
と
変
化
を
求
め

て
き
た
諸
施
策
が
、
十
分
に
検
証
・
総
括
さ

れ
た
う
え
で
の
新
た
な
対
応
策
だ
と
は
言
い

が
た
い
。
「
新
し
い
生
活
様
式
」
と
い
う
言

葉
ま
で
使
わ
れ
た
こ
の
２
年
半
余
、
私
た
ち

の
生
活
に
は
何
が
起
こ
っ
た
の
か
。
「
ウ
イ

ズ
コ
ロ
ナ
・
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
と
労
働
環

境
」
を
テ
ー
マ
に
、
２
０
２
２
年
３
月
に
発

行
さ
れ
た
報
告
書
所
収
の
論
文
の
う
ち
、
今

回
は
、
生
活
に
関
わ
る
３
本
の
論
文
を
紹
介

す
る
。

【「
過
去
の
話
」
で
は
な
く
】

本
県
も
含
め
た
16
都
県
で
、
ま
ん
延
防
止

等
重
点
措
置
が
適
用
さ
れ
た
の
は
今
年
１
月

21
日
で
あ
る
（
期
間
は
３
月
６
日
ま
で
）
。

本
書
の
執
筆
が
２
０
２
２
年
１
月
段
階
に

あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
当
時
喫
緊
の
課
題
と

受
け
止
め
、
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
の
概

要
や
発
出
当
時
の
感
染
状
況
に
触
れ
た
論
文

が
、
「
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
感
染
拡
大
状
況
下

で
の
労
働
と
生
活
―
『
ま
ん
延
防
止
等
重
点

措
置
』
が
適
用
さ
れ
た
働
き
方
と
生
活
の
留

意
課
題
」
で
あ
る
。
新
潟
県
が
「
ま
ん
延
防

止
」
の
要
請
を
公
表
し
た
翌
日
に
あ
た
る
、

１
月
20
日
の
感
染
者
数
は
、
新
潟
市
２
６
９

人
、
長
岡
市
37
人
、
三
条
市
21
人
な
ど
県
内

で
４
６
９
人
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
当
時
、
過

去
最
多
を
更
新
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
今
日

か
ら
み
る
と
ど
の
よ
う
な
感
想
を
持
た
れ
る

だ
ろ
う
か
。
感
染
者
数
の
単
純
な
比
較
だ
け

で
論
じ
る
べ
き
で
は
な
い
も
の
の
、
今
日
の

感
染
状
況
を
ど
う
受
け
止
め
、
新
型
ウ
イ
ル

ス
対
策
の
過
去
と
現
在
を
ど
う
考
え
る
の
か

は
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

同
論
文
で
は
、
感
染
者
へ
の
差
別
と
偏
見

を
防
止
す
べ
き
と
い
う
点
も
強
調
さ
れ
て
い

る
。
緊
張
と
制
約
が
求
め
ら
れ
た
社
会
が
引

き
起
こ
す
問
題
と
は
「
過
去
の
話
」
で
は
な

く
、
「
慣
れ
」
や
「
緩
み
」
の
な
か
で
忘
れ

て
し
ま
っ
て
は
な
ら
な
い
、
現
在
進
行
形
の

課
題
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

ま
た
、
「
コ
ロ
ナ
感
染
と
便
乗
の
『
騙

し
』
―
コ
ロ
ナ
禍
に
係
わ
る
詐
欺
行
為
と
対

処
策
の
一
考
―
」
で
は
、
ウ
イ
ル
ス
禍
に
お

い
て
横
行
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
詐
欺
行
為
に
つ

い
て
、
消
費
者
庁
や
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
の

資
料
を
示
し
な
が
ら
注
意
を
呼
び
か
け
て
い

る
。
「
人
の
弱
み
に
付
け
込
む
」
こ
と
は
詐

欺
師
や
反
社
会
集
団
の
常
と
う
手
段
で
あ
る

が
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
や
検
査
キ
ッ
ト
、
マ
ス

ク
な
ど
を
「
ネ
タ
」
に
、
ど
の
よ
う
な
手
口

で
詐
欺
が
行
わ
れ
て
い
る
の
か
、
さ
ま
ざ
ま

な
事
例
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ

れ
ら
は
、
「
対
話
や
会
話
が
制
限
さ
れ
、
そ

の
機
会
が
縮
小
さ
れ
る
」
社
会
的
背
景
が
あ

る
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
「
こ
の
流
れ
は
、

数
年
落
ち
着
く
こ
と
は
な
い
と
考
え
て
お
く

べ
き
で
あ
る
」
と
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、

全
国
旅
行
支
援
等
、
新
た
な
施
策
が
始
ま
れ

ば
、
ま
た
そ
れ
を
つ
け
狙
う
新
た
な
詐
欺
が

生
ま
れ
る
で
あ
ろ
う
。
「
騙
さ
れ
な
い
」
と

い
う
意
識
を
再
確
認
す
る
た
め
に
も
、
意
味

の
あ
る
レ
ポ
ー
ト
と
な
っ
て
い
る
。

【
切
れ
て
し
ま
っ
た「
切
れ
目
の
な
い
支
援
」】

「
暮
ら
し
方
が
変
わ
る
こ
と
は
働
き
方
に

も
影
響
す
る
」
と
い
う
観
点
か
ら
、
特
に
妊

娠
期
の
配
偶
者
と
の
生
活
や
乳
幼
児
を
抱
え

る
家
庭
の
課
題
に
焦
点
を
当
て
て
論
じ
た
の

が
、
「
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
か
ら
家
族
と
家
庭

を
守
る
―
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
下
の
現
実

と
必
要
な
危
機
認
識
―
」
で
あ
る
。
一
斉
休

校
や
登
園
自
粛
、
テ
レ
ワ
ー
ク
の
要
請
な
ど

の
施
策
は
子
育
て
家
庭
に
大
き
な
影
響
を
及

ぼ
し
た
。
各
種
公
共
施
設
の
利
用
停
止
、
公

民
館
な
ど
の
事
業
開
催
の
中
止
、
対
面
に
よ

る
各
種
相
談
の
制
限
な
ど
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

相
次
ぐ
休
止
も
ま
た
、
子
育
て
の
「
孤
立
」

や
、
ひ
と
り
親
世
帯
に
伴
う
諸
課
題
の
要
因

と
し
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

同
論
文
で
は
、
そ
の
な
か
で
も
ウ
イ
ル
ス

禍
の
下
で
の
虐
待
に
つ
い
て
触
れ
て
お
り
、

「
虐
待
の
多
く
が
外
部
か
ら
の
通
報
や
調
査

に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
る
こ
と
が
多
い
が
、

家
庭
内
の
自
粛
・
孤
立
の
環
境
で
は
社
会
的

な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
減
少
状
態
に

よ
っ
て
表
面
化
す
る
こ
と
が
少
な
く
な
る
」

と
い
う
問
題
も
指
摘
し
て
い
る
。

医
療
体
制
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
第

６
波
に
際
し
て
も
、
感
染
拡
大
状
況
下
で
の

医
療
逼
迫
の
不
安
は
相
変
わ
ら
ず
言
わ
れ
続

け
て
き
た
。

妊
娠
、
出
産
、
子
育
て
と
続
く
「
切
れ
目

な
い
支
援
」
の
重
要
性
は
、
仕
事
と
家
庭
の

両
立
支
援
の
要
と
し
て
、
今
日
誰
も
が
理
解

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
ウ
イ
ル
ス
禍

の
下
で
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
現
実
と
な
っ
た

の
か
を
今
一
度
確
認
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

「
感
染
が
下
火
に
な
っ
た
か
ら
」
で
は
、

い
つ
か
ま
た
問
題
が
繰
り
返
さ
れ
る
だ
け
で

あ
る
。

（
文
責
・
新
潟
県
自
治
研
究
セ
ン
タ
ー

�

齋
藤　

喜
和
）

「
ウ
イ
ル
ス
禍
で
の
労
働
」
か
ら
何
を
活
か
す
か

　
　―

 
変
わ
る
生
活
、

　
　
　
　
　
　
感
染
拡
大
状
況
下
の
諸
課
題 ―

３

調
査
・
研
究
事
業
報
告



どの子どもたちにも夢と希望を 「給付型奨学金シンポジウム」
日　　時：２０２２年１１月２０日（日）　13：30から17：００
会　　場：新潟県立生涯学習推進センター　大ホール（定員95人）（新潟県新潟市中央区女池南３丁目１番２号）
開催方式：リアル開催
目　　的：�家庭の経済的な事情を理由に「学ぶ機会」を失わせてはいけない、新潟県で生まれ育った、未来の子どもた

ちの力になる取り組みを進めることを目的とする
名　　称：「給付型奨学金シンポジウム」
主　　催：（一社）新潟県労福者福祉協議会
　　　　　給付型奨学金シンポジウム実行委員会（未来応援奨学金にいがた、新潟県奨学金ネットワーク）
後　　援：新潟県、新潟市、新潟日報社、新潟市母子福祉連合会、教育をよくする新潟県民会議

日　　程　　１３：３０　　開会挨拶　　　
　　　　　　１３：３５　　実行委員長挨拶（新潟県奨学金ネットワーク代表　弁護士・江花　史郎）
　　　　　　１３：４０　　新潟県知事挨拶（花角　英世 知事）
　　　　　　１３：５０　　記念講演（質疑含め60分）　演　題：奨学金問題を考える
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講　師：小林　雅之 教授（桜美林大学　国際学術研究科）
　　　　　　１４：５０　　休憩
　　　　　　１５：００　　新潟県内の状況報告　　　　報告者：中村　健准 教授（新潟大学　歯学部）
　　　　　　１５：３０　　各奨学金実施行政機関・団体からの報告（各10分）
　　　　　　　　　　　　　①新潟県（教育庁高等学校教育課）
　　　　　　　　　　　　　②新潟市（経済部雇用・新潟暮らし推進課）
　　　　　　　　　　　　　③（公財）丸山育英会
　　　　　　　　　　　　　④（公財）第四北越奨学会
　　　　　　　　　　　　　⑤（一社）未来応援奨学金にいがた
　　　　　　　　　　　　　⑥（一社）新潟県労福協（新潟ろうきん福祉財団の高校奨学金事業拡充の取り組み）
　　　　　　１６：３０　　意見交換：
　　　　　　１６：５５　　まとめ（小林　雅之 教授）
　　　　　　１７：００　　閉会　
� 以　上

に い が た 労 福 協（ライフサポートセンター）（11）第51号 2022年10月15日

公益財団法人　新潟ろうきん福祉財団
������������������������
�
�����
�	�

①県民・勤労者の福祉・文化向上に関する事業
　●セミナー等開催事業（にいがたワーク＆ライフフォーラム、文化講演会など）
　●福祉リーダー養成事業
②ＮＰＯ等地域活動団体助成事業
　●ＮＰＯ等地域活動団体助成事業　●休眠預金活用助成事業
③奨学金事業
　●高校生に対する奨学金給付事業

＜新潟ろうきん福祉財団では・・・＞

「新潟県民および勤労者の福祉向上」
      に向けて、３つの事業を行っています！！

〒950-0965  新潟市中央区新光町６番地２ 勤労福祉会館４階



に い が た 労 福 協（ライフサポートセンター）（12）第51号 2022年10月15日

久
に
語
り
継
が
れ
る
お
粗
末
な
事
案
で
あ
る

❖
「
み
な
し
公
務
員
」
と
は
、
公
務
員
と
同

等
で
あ
る
こ
と
は
誰
で
も
わ
か
る
。
過
去
に

公
務
員
で
は
な
い
が
、
Ｊ
Ｒ
職
員
が
釣
銭
を

横
領
（
百
円
以
下
）
し
た
と
し
て
懲
戒
免
職

と
な
り
、
退
職
金
を
パ
ー
に
し
た
事
案
が

あ
っ
た
。
状
況
は
全
く
異
な
る
が
け
た
外
れ

の
賄
賂
に
閉
口
で
あ
る
❖
「
国
葬
儀
」
９
月

27
日
は
、
歴
史
的
な
行
事
の
あ
っ
た
日
で
あ

る
。
国
民
の
約
６
割
が
反
対
す
る
中
で
強
行

し
た
葬
儀
は
、
誰
の
た
め
の
何
の
た
め
の
物

な
の
か
❖
「
民
主
主
義
」
を
無
視
し
て
国
民

の
声
を
聴
こ
う
と
し
な
い
政
権
運
営
と
、
一

部
宗
教
団
体
（
反
社
会
的
）
と
密
接
な
関
係

の
あ
る
議
員
は
、
無
条
件
に
解
任
さ
れ
る
べ

編
集
後
記

❖
２
０
２
２
年
は
、
歴
史
に
強
く
刻
印
が
刻

ま
れ
る
異
常
な
年
と
な
る
こ
と
は
間
違
い
な

い
。
ま
ず
は
、
う
れ
し
い
事
案
か
ら
❖
「
ア

ル
中
」
、
新
潟
県
の
サ
ッ
カ
ー
フ
ァ
ン
は
、

ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
の
Ｊ
１
復
帰
に
酔
い
し
れ

る
年
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
「
ア
ル

中
」
で
あ
る
。
お
酒
の
「
ア
ル
中
」
で
は
な

く
、
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
フ
ァ
ン
の
狂
信
者
に

向
け
た
、
美
し
い
呼
び
名
で
あ
る
と
友
人
か

ら
昔
聞
い
た
❖
「
五
輪
汚
職
」
、
現
在
捜
査

中
で
容
疑
者
の
罪
は
確
定
し
て
い
な
い
が
報

道
さ
れ
て
い
る
内
容
が
真
実
で
あ
れ
ば
、

「
金
に
ま
み
れ
た
東
京
五
輪
」
と
し
て
、
永

今 後 の 日 程
10月 ３日（月） �新潟県ライフサポートセンター相談

員検証会議� （長岡市）
５日（水）～６日（木）

�東部ブロック「2022年度代表者会
議・第236回幹事会合同会議」
� （長野県上田市）

６日（木） �弥彦村第２回プラットホーム検討会
� （弥彦村）
７日（金） �田上町第２回プラットホーム検討会
� （田上町）
12日（水）�社会保険協会講演会�（新潟テルサ）

中央労福協第24回Web学習会
「奨学金ガイドブックの活用」

17日（月）湯沢町第２回プラットホーム検討会
� （南魚沼市）
21日（金）�神奈川県労福協結成50周年記念レ

セプション� （横浜市）
23日（日）�2022にいがたワーク＆ライフフォー

ラムin柏崎� （柏崎市）
25日（火）第３回地区労福協事務局長会議
� （勤労福祉会館）
27日（木）新潟市PS第７回支援調整会議
� （勤労福祉会館）
28日（金）連合新潟第32回年次大会
� （新潟東映ホテル）

11月 ３日（木） 第32回新潟県勤労者駅伝大会
� （ビッグスワンスタジアム）
７日（月） 阿賀町第２回プラットフォーム検討会
� （阿賀町）
10日（木）�新潟県労福協第140回理事会
� （勤労福祉会館）
14日（月）新潟県労福協期中監査
� （三条市、勤労福祉会館）

出雲崎町第２回プラットフォーム検
討会� （出雲崎町）

18日（金）�刈羽村第２回プラットフォーム検討会
� （刈羽村）
20日（日）給付型奨学金シンポジウム

（新潟市：新潟県立生涯学習推進セ
ンター）

24日（木）�新潟市PS第８回支援調整会議
� （勤労福祉会館）
25日（金）中央労福協代表者会議
� （東京都・Web）
30日（水）～12月２日（金）

�東部ブロック第57回定期総会、第
237回幹事会（茨城県水戸市）およ
び役員研修会

12月 22日（木）新潟市PS第９回支援調整会議
� （勤労福祉会館）

１月 ５日（木） �2023年新潟県労福協新春の集い
� （ＡＮＡクラウンプラザホテル）

き
で
あ
る
❖
「
ロ
シ
ア
に
よ
る
戦
争
」
親
ロ

シ
ア
派
に
よ
る
４
州
の
編
入
の
強
行
、
核
兵

器
使
用
を
ち
ら
つ
か
せ
る
対
応
、
日
本
領
事

の
ス
パ
イ
容
疑
で
の
拘
束
な
ど
、
日
に
日
に
、

平
和
へ
の
道
筋
が
閉
ざ
さ
れ
る
つ
つ
あ
る
❖

し
か
し
、
人
間
の
英
知
を
結
集
し
て
速
や
か

な
停
戦
の
道
を
全
世
界
が
模
索
す
る
べ
き
で

あ
る
。
❖
「
第
三
次
世
界
大
戦
は
も
う
始

ま
っ
て
い
る
」
（
エ
マ
ニ
ュ
エ
ル
・
ト
ッ
ド

著
者
）
は
、
的
確
に
現
状
を
分
析
し
て
い
る

著
書
で
あ
る
。
だ
が
、
日
本
の
核
武
装
を
推

進
す
る
記
載
は
論
外
で
あ
る
❖
改
め
て
発
言

す
る
が
、
「
戦
争
は
悪
で
あ
る
」

�

（
新
光
町
の
カ
ン
ペ
イ
）


